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Ｐ４～６  議会かわもと

今月の主な内容

Ｐ２～３  特集「ええなぁまつりかわもと」
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か
つ
て
は
、「
か
わ
も
と
の
夏
ま
つ
り
」
と
い
う
名
称
で
し

た
が
、
平
成
2
年
（
1
9
9
0
年
）
か
ら
「
え
え
な
ぁ
ま
つ

り
か
わ
も
と
」
と
名
前
を
変
え
、
長
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
過
去
に
は
、
ま
つ
り
に
合

わ
せ
て
、
少
年
野
球
や
剣
道
、
水
泳
大
会
、
江
の
川
を
手
作

り
の
ボ
ー
ト
で
下
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
」
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
・
自
治
会
・
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員

会
は
、
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
花
火
と
、
川
本
の
夏
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
手
作
り
の
い
か
だ
で
、
江
の
川
を
く
だ
る
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
。

川
本
か
ら
桜
江
町
・
川
戸
を
目
指
し
タ
イ
ム
を
競
う
「
ヤ
マ

メ
の
部
」
や
、
い
か
だ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
競
う
「
ツ
ガ

ニ
の
部
」
な
ど
、
江
の
川
に
ち
な
ん
だ
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
様
々

な
部
門
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
は
も
と
よ

り
、
町
外
・
県
外
か
ら
の

参
加
チ
ー
ム
も
あ
り
、
夏

ま
つ
り
と
同
様
に
川
本
の

夏
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
か
わ
も
と
の
夏
ま
つ
り
」
開
催
の
広
報
記
事
。
8
月

4
日（
金
）か
ら
6
日（
日
）ま
で
の
日
程
で
、ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
パ
レ
ー
ド
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
な

ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
平
成
元
年
7
月
）

え
え
な
ぁ
ま
つ
り 

か
わ
も
と
■
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
９

日
か
ら
14
日
ま
で
の
６
日
間
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
三
宅
町
長
の
行
政
報
告
が

あ
り
、
条
例
案
件
７
件
、
予
算
案
件
８

件
、
そ
の
他
案
件
４
件
、
人
事
案
件
１

件
、
発
議
１
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
名
か
ら
当
面
す
る

町
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
公
社
の
平
成
28
年
度
事

業
実
績
及
び
決
算
、
平
成
29
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。人

事

案

件

臨

時

会

◎�

川
本
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
記

　
氏　
名　
百
田　
秀
人　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
川
本

　

平
成
29
年
３
月
31
日
、
第
２
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
案
件
１
件
、
予
算
案
件
１
件
、

そ
の
他
案
件
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
案
件
は
、
平
成
29
年
第
１
回
定

例
会
に
お
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
り
議

員
報
酬
の
カ
ッ
ト
分
と
同
額
を
子
ど
も

の
数
を
増
や
す
た
め
の
施
策
に
使
う
よ

う
要
望
し
た
こ
と
を
受
け
、
川
本
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
基
金
条
例
を
設
け

る
と
い
う
も
の
で
す
。

受 理 番 号 
年 月 日 請 願 の 要 旨 請願者の住所及び氏名 紹介議員

氏　　名 付託委員会 採択・継続

第 １ 号
29．５．19

森林環境税（仮称）の
早期創設の実現につい
ての請願。

島根県森林組合連合会
代表理事会長　手錢　白三郎

一般社団法人島根県森林協会
会長　速水　雄一

一般社団法人島根県木材協会
会長　三吉　庸善

邑智郡森林組合
代表理事組合長　大石　良典
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山
口
議
員

　

川
本
を
含
む
大
田
区
域
で
、
２
０
２
５

年
（
平
成
37
年
）
ま
で
に
、
入
院
ベ
ッ
ド

数
を
37・
7
％
削
減
す
る
と
い
う
県
の
「
地

域
医
療
構
想
」
が
あ
る
。

　

こ
の
構
想
は
、
退
院
後
の
受
け
皿
が
未

整
備
の
ま
ま
で
、
機
械
的
な
病
床
削
減
が

進
め
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
退
院
を
迫
ら

れ
、
必
要
な
医
療
や
十
分
な
ケ
ア
が
受
け

ら
れ
な
い
“
医
療
難
民
”“
介
護
難
民
”
が

続
出
す
る
危
険
が
あ
る
。

　

６
月
９
日
、
国
保
の
県
単
位
化
に
関
連

し
て
、
今
年
度
の
一
人
当
た
り
の
収
納
必

要
額
（
保
険
税
）
の
試
算
が
示
さ
れ
、
本

町
は
、
一
人
当
た
り
１
万
円
以
上
の
引
き

下
げ
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

今
年
度
の
保
険
税
は
「
据
え
置
き
」
で

は
な
く
、「
高
す
ぎ
る
保
険
税
を
引
き
下
げ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
町
民
の
切
実
な
声
に

一 般 質 問
傍聴席風景

木
村
議
員

　

仕
事
は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
「
世
代

間
継
承
」
と
言
わ
れ
る
が
、
行
政
を
持

続
可
能
に
す
る
た
め
、
人
材
育
成
と
は

終
わ
り
な
き
課
題
と
考
え
る
。
元
上
司

か
ら
人
材
育
成
に
つ
い
て
「
先
輩
に
報

い
る
た
め
に
は
後
輩
を
育
て
よ
」
と
教

え
ら
れ
た
。
人
を
育
て
る
仕
事
の
進
め

方
と
人
事
考
課
（
絶
対
評
価
・
相
対
評

価
・
多
面
評
価
）
及
び
昇
任
試
験
の
導

入
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
町
長
に
問

う
。

三
宅
町
長

　

職
場
は
、
職
員
の
能
力
に
と
っ
て

も
っ
と
も
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
職
務

に
直
結
し
た
実
践
的
能
力
は
、
業
務
遂

行
を
通
し
て
身
に
つ
く
も
の
で
あ
る
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

　

人
事
考
課
は
、
先
入
観
や
偏
見
を
持

た
ず
、
ま
た
、
評
判
や
噂
、
推
測
で
の

判
断
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

他
の
職
員
と
比
較
し
て
判
断
を
す
る
の

で
は
な
く
、
被
評
価
者
（
職
員
）
の
行

動
を
評
価
基
準
に
当
て
は
め
、
絶
対
評

価
で
判
断
す
る
。

　

人
事
考
課
で
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、

人
事
評
価
等
、
年
功
序
列
の
組
み
合
わ

せ
で
構
築
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

川
本
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
。

◦�

地
方
公
会
計
（
固
定
資
産
台
帳
）
に

つ
い
て
。

◦�

川
本
町
中
小
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
。

応
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

左
田
野
健
康
福
祉
課
長

　

行
政
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
在
宅

医
療
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
住
民
が
安
心

安
全
に
暮
ら
せ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
す
る
。

　

国
保
の
保
険
税
引
き
下
げ
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
試
算
結
果
は
あ
く
ま
で
試
算

で
あ
り
、
今
後
、
大
き
く
変
動
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
本
町
の
実
態
を
反
映
し
た
も

の
で
は
な
い
。

山
口
議
員

　

国
保
は
皆
保
険
体
制
を
下
支
え
す
る
役

割
を
担
い
、「
最
後
の
砦
」
と
言
わ
れ
る
な

か
で
高
す
ぎ
る
保
険
税
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、
保
有
基
金
の
取
り
崩
し
、
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
、
国
・
県
か
ら
の

支
援
金
な
ど
に
よ
っ
て
、
解
決
を
図
る
こ

と
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
。

県
の
「
地
域
医
療
構
想
」
と
国
民

健
康
保
険
制
度
（
国
保
）
の
「
県

単
位
化
」（
広
域
化
）
に
伴
う
本

町
の
医
療
・
国
保
行
政
を
問
う
。

三
宅
町
長
＝
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
や
こ
れ
ま
で
の
在
宅

医
療
の
取
り
組
み
と
連
携
し
、
今

後
の
医
療
体
制
を
築
い
て
い
き
た

い
。

町
長
施
政
方
針「
職
員
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
」及
び
人
材
育

成
基
本
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

三
宅
町
長
＝
人
事
評
価
は
、
評

価
者
訓
練
を
徹
底
し
、
評
価
基

準
に
の
っ
と
り
絶
対
評
価
で
判

断
す
る
。
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デ
ビ
ュ
ー
か
ら
わ
ず
か
半
年
、
将
棋

の
最
年
少
プ
ロ
棋
士
、
藤
井
聡
太
四
段

が
公
式
戦
29
連
勝
を
あ
げ
て
、
歴
代

ト
ッ
プ
に
立
つ
前
人
未
到
の
偉
業
を
達

成
し
ま
し
た
。

　
形
勢
を
損
ね
て
も
絶
対
に
あ
き
ら
め

な
い
心
を
持
ち
、
前
の
め
り
に
な
り
、

と
き
に
は
立
ち
膝
で
、
必
死
に
最
善
手

を
絞
り
出
す
対
局
姿
は
、
観
る
者
を
と

り
こ
に
し
ま
す
。
記
者
会
見
で
の
受
け

答
え
な
ど
中
学
生
離
れ
し
た
対
応
も
、

将
棋
界
を
超
え
た
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
の

魅
力
で
す
。

　
も
と
も
と
、
将
棋
の
発
祥
は
古
代
イ

ン
ド
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
棋
は
戦
争

好
き
の
王
様
に
手
を
焼
い
た
御
付
き
の

人
が
考
え
だ
し
た
ゲ
ー
ム
と
言
わ
れ
て

お
り
、
将
棋
に
夢
中
に
な
っ
た
王
様

は
、
つ
い
に
戦
争
を
や
め
て
し
ま
っ
た

伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

将
棋
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
、世

界
中
が
そ
う
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、「
天
才
少
年
」
の
戦
い

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
、
少
年
少
女
に
夢

と
希
望
を
与
え
る
若
武
者
の
今
後
に
期

待
し
ま
す
。

　

願
わ
く
ば
、
わ
が
町
か
ら
大
志
を

持
っ
た
若
者
が
世
界
に
は
ば
た
く
姿
を

夢
見
て
い
ま
す
。�

〈
山
口
〉

編　
集　
後　
記 　

 

（
意
見
書
提
出
）

議

員

発

議

高
良
議
員

　
Ｊ
Ｒ
三
江
線
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
鉄
道
用
地
と
江
の
川
に
挟
ま

れ
、
道
路
改
良
が
で
き
な
か
っ
た
所
が

改
良
可
能
と
な
る
。
今
が
好
機
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
を
問
う
。

　

ま
た
、
県
道
の
通
行
止
め
に
よ
り
、

大
型
車
輌
の
弓
市
地
内
の
通
行
量
が
増

え
、
高
齢
者
や
子
ど
も
達
の
危
険
性
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
地
形
、
地

質
を
考
え
る
と
、
県
道
の
通
行
止
め

は
、
い
つ
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ

る
。
バ
イ
パ
ス
道
路
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

宇
山
地
域
整
備
課
長

　
三
江
線
代
替
交
通
に
懸
る
県
道
の
改

良
は
、
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い

く
。
ま
た
、
川
本
バ
イ
パ
ス
構
想
は
平

成
16
年
よ
り
計
画
が
休
止
状
態
で
あ
る

が
、
鉄
路
に
代
わ
り
地
域
の
交
通
を
維

持
す
る
観
点
、
県
の
東
西
を
結
ぶ
幹
線

的
な
緊
急
輸
送
路
と
し
て
の
観
点
か

ら
、
本
町
都
市
計
画
を
見
直
し
、
そ
の

計
画
を
関
係
機
関
と
協
調
し
て
再
議
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

発
議
第
２
号

　
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
早
期
創
設

と
地
方
が
お
こ
な
う
森
林
整
備
対
策
の

長
期
的
安
定
的
な
財
源
確
保
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
右
記
の
議
案
を
別
紙
の
と
お
り
川
本

町
議
会
会
議
規
則
第
13
条
の
規
定
に
よ

り
提
出
致
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
６
月
14
日
提
出

　
提
出
者

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
圓
山　
達
雄

　
賛
成
者

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
飯
田　
武
則

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
高
良　
敏
幸

　
　
川
本
町
議
会
議
員　
木
村　
慶
五

　
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
早
期
創
設

と
地
方
が
お
こ
な
う
森
林
整
備
対
策
の

長
期
的
安
定
的
な
財
源
確
保
を
求
め
る

意
見
書

　

森
林
は
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん

養
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
の
公
益

的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
木
材

の
供
給
を
通
じ
て
地
域
産
業
の
活
性
化

と
雇
用
創
出
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
所
有
者
・
境
界
が

不
明
確
な
森
林
の
増
加
や
担
い
手
不

足
、
長
期
に
わ
た
る
木
材
価
格
の
低
迷

等
に
よ
り
、
森
林
の
荒
廃
が
深
刻
な
状

況
で
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
国
の
森
林
整
備

事
業
に
加
え
、
地
方
単
独
事
業
等
を
創

設
し
、
森
林
整
備
対
策
、
林
業
・
木
材

産
業
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
安
定

的
な
財
源
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

つ
い
て
は
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）

の
創
設
に
よ
り
、
長
期
的
か
つ
安
定
的

な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
左
記
事
項

の
実
施
に
つ
い
て
強
く
要
望
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
記

１�

．
地
方
が
行
う
森
林
整
備
の
長
期

的
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保
の
た

め
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）」
を
創

設
す
る
こ
と
。

２�

．
税
収
は
、
民
有
林
面
積
に
応
じ
て

分
配
し
、
県
及
び
市
町
村
が
し
っ
か

り
連
携
し
な
が
ら
、
自
由
度
を
も
っ

た
対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
制
度

と
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
平
成
29
年
６
月
14
日

�

島
根
県
邑
智
郡
川
本
町
議
会

今
後
の
道
路
の
整
備
計
画

を
問
う
。

三
宅
町
長
＝
県
、
Ｊ
Ｒ
に
狭
隘

箇
所
の
解
消
に
向
け
、
働
き
か

け
て
い
く
。

6
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ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会

　
6
月
21
日
か
ら
23
日
、
町
内
3
か
所
を
会
場
に
『
平
成
29
年
度
ま
ち
づ
く

り
意
見
交
換
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
、夜
遅
い
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
開
催
日
】

6
月
21
日
（
水
）
三
原
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
22
日
（
木
）
川
本
西
公
民
館

　
　
23
日
（
金
）
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

  

皆
様
か
ら
の
ご
意
見

〇
今
後
の
エ
ゴ
マ
生
産
振
興
は
？

―
エ
ゴ
マ
を
基
幹
産
業
と
す
る
た
め
に
、

振
興
協
議
会
で
、
ほ
場
の
整
備
・
機
械
化

の
導
入
の
あ
り
方
も
含
め
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。

〇
定
住
住
宅
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
状
況
は
？

―
平
成
27
年
度
か
ら
定
住
促
進
住
宅
の
整

備
・
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
口
も

平
成
27
年
度
・
51
人
、
平
成
28
年
度
・
3

人
の
社
会
増
と
な
っ
て
お
り
、
効
果
が
出

て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
、
多
田
地
区
に

3
棟
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

〇
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
は
？

―
平
成
29
年
度
に
、
上
石
地
区
の
整
備
を

予
定
。参
画
す
る
事
業
者
が
い
な
け
れ
ば
、

整
備
で
き
な
い
。不
感
解
消
に
向
け
て
は
、

国
・
県
、
事
業
者
に
対
す
る
要
望
を
行
っ

て
い
る
。

〇�

防
犯
灯
設
置
補
助
金
は
何
年
計
画
か
？ 

防
犯
灯
が
多
く
、
す
べ
て
を
更
新
す
る
に

は
費
用
も
年
月
も
か
か
る

―
5
年
計
画
の
現
在
2
年
目
。
費
用
の
半

分
は
自
治
会
負
担
な
の
で
、
一
括
で
更
新

で
き
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。
年
数

に
つ
い
て
も
、
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

〇�

三
江
線
を
利
用
し
て
多
く
の
人
が
町
を
訪

れ
て
い
る
が
、
廃
線
後
の
商
店
街
が
心
配

―
石
見
川
本
駅
前
「
お
も
て
な
し
サ
ロ
ン
」

の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
多
く
の
商
店
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
廃
線
後
も

町
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
情
報
発
信
を

行
っ
て
お
り
、
商
工
会
と
町
と
で
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

〇�

町
営
住
宅
解
体
後
の
跡
地
な
ど
の
空
き
地

に
は
雑
草
が
多
く
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

地
区
だ
け
の
除
草
で
は
対
応
で
き
な
い

―
町
の
草
刈
り
隊
で
対
応
を
予
定
し
て
い

る
。

〇
三
江
線
の
代
替
交
通
に
つ
い
て

―
バ
ス
に
よ
る
ル
ー
ト
は
決
定
し
て
い

る
。
今
後
、
川
本
町
か
ら
江
津
市
・
美
郷

町
の
区
間
を
、
現
在
の
三
江
線
の
便
数
を

基
本
に
住
民
さ
ん
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
ダ
イ
ヤ
と
な
る
よ
う
調
整
を
行
う
。

〇�

町
営
住
宅
に
入
居
で
き
ず
、
町
外
に
住
ん

で
い
る
若
い
世
代
が
い
る
。
入
居
要
件
の

緩
和
を
。

―
入
居
に
か
か
る
所
得
要
件
の
見
直
し
を

行
っ
た
の
で
、
改
め
て
入
居
の
申
込
な
ど

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

〇�

意
見
交
換
会
は
良
い
機
会
な
の
で
、
年
に

も
う
一
度
く
ら
い
は
開
催
し
て
ほ
し
い

―
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
複
数

回
の
開
催
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
に
は
、

町
も
そ
の
場
で
回
答
が
で
き
る
よ
う
あ
ら

か
じ
め
質
問
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
準
備

を
し
た
い
。
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②江津市
　503,519円

④浜田市
　498,228円

①美郷町
　506,286円

⑪西ノ島町
　426,605円

⑧大田市
　454,652円

⑦雲南市
　458,935円⑤海士町

　479,880円

⑩安来市
　430,873円

⑨奥出雲町
　443,962円

⑯津和野町
　409,480円

⑥飯南町
　462,728円

⑱吉賀町
　405,989円

⑬出雲市
　417,505円

⑰益田市
　408,172円

⑫知夫村
　417,803円

⑮松江市
　410,969円

⑭邑南町
　412,765円

⑲隠岐の島町
　393,223円

③川本町
　499,350円

凡 例
490,000円以上
460,000円以上490,000円未満
430,000円以上460,000円未満
400,000円以上430,000円未満
400,000円未満

限度額適用認定証をお持ちですか
　受診時の自己負担額は、世帯の所得に応じて
限度額が設けられています。
　医療機関窓口で自己負担限度額を超えて支払っ
た額は、申請により国民健康保険から支給され
ますが、「限度額適用認定証」を提示すると、自
己負担限度額までの支払いで済みます。

「限度額適用認定証」対象の方
　●70歳未満の方
　●70歳以上75歳未満で、非課税世帯の方
　　※�所得区分は、毎年８月初日より変わります。

医療の高度化などの影響もあり、川本町国保の医療費は高い傾向が続いています。
医療費の適正化には、一人一人の工夫と健康づくりが大切です。

平成28年度川本町国民健康保険１人当たりの医療費

川本町国民健康保険からの
お知らせです

わが家の医療費
見直しポイント

～生活の中の工夫で、□を増やしましょう～

□ 同じ病気で複数の医療機関を
受診・服薬しない

□ ジェネリック医薬品を活用する
□ お薬手帳を活用する

□ 年に一度は特定健康診査を受ける
□ 早期発見早期治療に心がける
□ 適度な運動を取り入れる
□ 食事量は腹八分目を心がけ

野菜をたっぷり取り入れる

【お問い合わせ】健康福祉課　☎72－0633

島根県国民健康保険団体連合会
しまねの国保　5月号より
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　　70歳以上の方の上限額（月ごと）

平成29年10月から、65歳以上の医療療養病床に
入院する方の居住費負担額が変わります

（注）�介護保険施設（老健・療養）の多床室に入所する低所得者（市町村民税非課税者）の居住費負担額（光熱
水費相当額）は、直近の家計調査の結果を踏まえ、平成27年４月に320円/日から370円/日に引き上がっ
ている。

平成29年８月から、70歳以上の方の
高額療養費の上限額が変わります

〈現　　行〉
65歳以上医療療養病床 負　担　額

医療区分Ⅰ
（ⅡⅢ以外のもの） 320円／日

医療区分ⅡⅢ
(医療の必要性の高い者) 0円／日

難病患者

〈平成29年10月～〉
65歳以上医療療養病床 負　担　額

医療区分Ⅰ
（ⅡⅢ以外のもの） 370円／日

医療区分ⅡⅢ
(医療の必要性の高い者) 200円／日

難病患者 0円／日

　ひと月に支払った医療費が決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えた額が支給されます。上
限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。

高額療養費制度とは

外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

57,600円
80,100円

＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回44,400円※〉

14,000円
年間上限

14万4,000円
57,600円

〈多数回44,400円※〉

8,000円

24,600円

15,000円

※過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

平成29年７月まで 平成29年８月から

適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）
現
役
並
み

課税所得
145万円以上
の方

44,400円
80,100円

＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回44,400円※〉

一　
般

課税所得
145万円未満
の方

12,000円 44,400円

住
民
税
非
課
税

Ⅱ　�住民税非
課税世帯

8,000円

24,600円

Ⅰ　�住民税非
課税世帯

（年金収入80万円
以下など）

15,000円
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平成30年４月以降も窓口は
変わりません

ドライカレー
●材料（４人分）
牛肉��������������� 200g
玉ねぎ�������������� １個
にんじん������������ 1/2本
ピーマン��������������2個
パプリカ（赤）����������� １個
ホールコーン（缶）��������� 40g
生姜みじん切り�������� １カケ分
ニンニクみじん切り������ １カケ分
サラダ油������������� 適量
カレーパウダー�������� 大さじ３
水��������������� 400cc
固形スープの素���������� ２個
塩・こしょう����������� 少々

●作り方
①�牛肉、玉ねぎ、にんじん、ピーマン、パプ
リカは５mm角くらいの大きさに切る。

②�フライパンにサラダ油を熱し、生姜とニンニ
クのみじん切りを炒め、①を加えて炒める。
③�カレーパウダー、水、固形スープの素、塩・
こしょうを加えて煮詰める。
④器にご飯を盛り、③をのせる。

県
と
町
で
運
営
す
る
必
要
性

　

す
べ
て
の
人
が
医
療
保
険
に
加
入
す
る

“
国
民
皆
保
険
制
度
”
が
実
現
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
区
町
村
国
保
は
、
勤
務
先
の
医
療

保
険
な
ど
と
比
べ
る
と
高
齢
者
の
割
合
が
高

く
、
加
入
者
の
所
得
水
準
が
低
い
と
い
っ
た

構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
目
指
す

た
め
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
都
道
府
県
化
さ

れ
ま
す
。

加
入
者
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん 

　
市
区
町
村
国
保
の
財
政
運
営
の
し
く
み
は

変
わ
り
ま
す
が
、
医
療
の
受
け
方
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
険
料
（
税
）
の
納
付
先
や
保
険

給
付
の
申
請
、
各
種
届
出
の
窓
口
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
お
住
い
の
市
区
町
村
で
す
。

　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
は
、
市
区
町
村
ご
と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
4
月
か

ら
は
都
道
府
県
も
市
区
町
村
と
と
も
に
国
保
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
後
期
）

　
保
険
証
の
色
が
、
緑
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色

に
変
わ
り
ま
す
。

※�

7
月
31
日
ま
で
は
緑
色
、
8
月
1
日
か
ら

オ
レ
ン
ジ
色
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
認
定
証
（
国
保
・
後
期
）

　
対
象
：
70
歳
未
満
の
方

　
　
　
　
70
歳
以
上
で
非
課
税
世
帯
の
方

　
負
担
区
分
：�

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
定

し
ま
す
。

※�

負
担
区
分
に
つ
い
て
は
、
健
康
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
（
国
保
）

　
対
象
の
方
に
、7
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。

�

【
問
】
健
康
福
祉
課　
☎
72

－

0
6
3
3

●
保
険
料
（
税
）
の
納
付

●
保
険
給
付
等
の
申
請

●
各
種
届
出

〇
保
険
証
の
交
付

〇
保
険
料
（
税
）
率
の
決
定

〇
保
険
給
付

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ん
へ

平
成
30
年
４
月
か
ら
国
保
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
　
～
都
道
府
県
と
市
区
町
村
で
国
保
を
運
営
し
ま
す
～

～
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
～

８
月
は
証
の
更
新
時
期
で
す

国民健康保険加入者

市区町村
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　地域おこし協力隊“音楽の里づくりプランナー”
として活動する、伊藤浩平さん主催企画「アフタヌー
ンコンサートinかわもと」が開催されました。
　演奏を聴くときのマナーや曲の聴き所について
の説明もあり、どなたにも楽しんでいただけるコン
サートとなりました。
　また、会場には無料で提供されるドリンクコー
ナーも設けられ、お子さん連れをはじめ訪れた観客
の皆さんは、日曜午後のひとときを優雅な音楽で癒
されました。

　第42回川本町親睦バレーボール大会が、川本中
学校体育館で行われました。各自治会を中心にチー
ムが編成され、今年は男子６チーム、女子５チーム
が出場しました。
　試合は、笑いありスーパープレーありと、各チー
ムが熱戦を繰り広げ大会を盛り上げました。選手な
らびに応援で参加された皆さんお疲れさまでした。
　なお、大会の結果は以下のとおりです。
〈男子の部〉
　優勝：谷・久座仁・木路原連合　準優勝：因原A

〈女子の部〉
　優勝：日の出　準優勝：谷・久座仁・木路原MixA

　６月23日（金）、町内３郵便局と「地域における
協力に関する協定」を締結しました。
　配達などで町内を回る郵便局員さんが、住民さん
の異変、道路の異常などに気付いたときに、町に情
報を提供していただき、早期対応に取り組みます。
　日々、町内を回り住民さんと接する機会の多い
郵便局員さんにご協力をいただき、“ALLかわもと”
で安心・安全な地域社会づくりを進めます。

笹畑の「ふれあい公園 笹遊里」を発着するかわ
もとウォーキング“夏”が開催されました。
スタート時に降っていた雨も、歩いているうちに

あがり、心地よい日差しを浴びながらウォーキング
を楽しみました。
また、コースには季節の花々が咲いていたり、動
物たちの鳴き声が聞こえてくるなど、参加者の皆
さんは川本町の自然を全身で感じることができまし
た。
次回、ウォーキング“秋”は11月開催予定です。
ぜひ、ご参加ください。

ピアノとクラリネットによるクラシック演奏

スパイクを決める選手

協定書を交わす松本川本郵便局長（左）と三宅町長

川本の自然を満喫

アフタヌーンコンサート
in かわもと

川本町親睦バレーボール大会

地域における協力に関する
協定

春夏秋冬を楽しむ
かわもとウォーキング“夏”

6/18
㈰

6/25
㈰

6/23
㈮

7/2
㈰
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家
を
借
り
た
い
！

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

強
調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
で
す
。

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で
は
、
そ

の
よ
う
な
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
考
え
参
加

す
る
き
っ
か
け
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

【
問
】
町
民
生
活
課�

�

☎
72

－

0
6
3
2

　
先
の
大
戦
に
よ
り
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
に
、
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

○
参 

加 

費
：
10
万
円

○
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

【
問
】
一
般
財
団
法
人
島
根
県
遺
族
連
合
会　
☎
0
8
5
2

－

21

－

4
0
2
5

実
施
地
域

申
込
締
切

実
施
期
間

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島

平
成
29
年 

11
月
10
日

平
成
30
年 

3
月
10
日
～
18
日

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　
　
　

 　
11
月
17
日

　
　
　

 　
1
月
18
日
～
27
日

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

　
　
　

 　
12
月
1
日

　
　
　

 　
2
月
1
日
～
7
日

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
2
次
）

　
　
　

 　
12
月
7
日

　
　
　

 　
2
月
7
日
～
14
日

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

　
　
　

 　
12
月
7
日

　
　

 　
　
2
月
7
日
～
14
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
2
次
）

　
　
　

 　
12
月
22
日

　
　

 　
　
2
月
26
日
～
3
月
7
日

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
2
次
）

平
成
30
年 

1
月
12
日

　
　

 　
　
3
月
13
日
～
20
日

中
国

　
　
　
　

 

1
月
22
日

　
　
　

 　
3
月
22
日
～
30
日

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

第
67
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、「
立
ち
直
り
」
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　『空き家バンク制度』は、町内にある空き物件を登録していただき、賃貸や売買による入居希望
者と所有者をつなぐ制度です。不動産取引のプロである“宅地建物取引業者”が仲介しますので、
安心してご利用いただけます。

■空き家バンクご登録の流れ

■空き家バンクご利用のメリット
①賃貸、売却のどちらの契約形態でもご登録いただけます。
②空き家に住んでもらうことで、管理（家の手入れ・草刈り等）につながります。
③賃貸による家賃収入を得ることで、固定資産税の支出などに充てることができます。
④住まいを提供することで、川本町の定住人口増加・地域活性化につながります。

♪かわもと空き家バンクをご利用ください♪

【問】まちづくり推進課　☎72－0634
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先
日
、
美
郷
町
に
あ
る
都
賀
行

隣
保
館
の
視
察
研
修
に
同
行
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

川
本
町
と
同
じ
く
、
昔
か
ら
水

害
と
闘
っ
て
き
た
こ
の
地
区
で
も
、

住
宅
地
の
嵩
上
げ
（
か
さ
あ
げ
）
や

洪
水
の
度
に
流
さ
れ
る
橋
の
建
設
が

最
重
要
事
業
で
し
た
。
今
で
は
、

数
々
の
美
し
い
橋
が
架
か
る
美
郷
町

で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
幾
多
の

苦
難
に
も
め
げ
ず
、
よ
り
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
こ
ら
れ

た
方
々
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

都
賀
行
隣
保
館
で
は
、
住
民
と

小
学
生
が
協
力
し
て
花
壇
を
作
る
こ

と
で
交
流
を
し
た
り
、
絵
手
紙
教
室

で
描
い
た
作
品
を
独
居
の
高
齢
者
宅

に
届
け
た
り
な
ど
、
地
域
の
様
々
な

世
代
が
互
い
に
関
心
を
持
ち
、
関
わ

り
あ
お
う
と
す
る
活
動
を
多
く
取
り

入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

川
本
町
に
隣
保
館
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
住
ん
で
い
る
地
区
や
世
代
の

壁
を
越
え
た
人
々
の
交
流
は
、
町
内

で
も
公
民
館
を
は
じ
め
、
自
治
会
や

商
工
会
、
事
業
所
や
住
民
グ
ル
ー
プ

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
川
本
町
に
住
む
み
ん
な
が
居

心
地
の
良
い
社
会
に
な
る
よ
う
、
ま

ず
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、

小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
実
行
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

�

（
派
遣
社
会
教
育
主
事　
佐
々
木　
努
）

　
こ
の
「
ぬ
く
も
り
写
真
館
」
は
、
町
内
の

人
権
に
関
わ
る
温
か
い
取
り
組
み
な
ど
を
、

写
真
を
通
じ
て
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

「
隣
保
館
」
と
は
？

　

社
会
福
祉
施
設
の
一
つ
で
、
地
域
全
体
の
福

祉
の
向
上
や
人
権
啓
発
を
目
的
と
し
た
住
民
交

流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
関

東
大
震
災
（
１
９
２
３
年
）
後
に
普
及
し
、
全

国
に
１
０
８
５
か
所
（
平
成
26
年
現
在
）
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぬくもり写真館教育課
人権フォトギャラリー VOL.14

隣
保
館
視
察
研
修
を
通
し
て

「�
居
心
地
の
良
い
社
会
を

�

つ
く
る
た
め
に
」

今月の１枚

嵩上げされた現地を見て回る参加者の皆さん

Ｈ29. ７. １

広　告

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております

★交通事故の相談は平日でも初回無料です。 
　  お電話でのご予約が必要です。

（相 談 料）	平日有料　60分まで6,000円（税別）
（相談内容）	○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
	 ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
� （駐車場有り）
TEL	 0854-83-7780
FAX	0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

●ローソン

★ ●
中央信金

R9

●
一畑

トラベル

山陰リーガル
クリニック
大田事務所 

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

★日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後１時
★場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡

お気軽にご相談ください。）
★担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

広　告

　

４
月
か
ら
人
事
交
流
と
し
て
川
本
町
に

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
、
広
島
県
坂
町
の
河

野
で
す
。
川
本
町
に
来
て
３
ヶ
月
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
環
境
に
も
す
っ
か
り
慣
れ

て
き
ま
し
た
。

　

業
務
で
は
図
書
館
担
当
と
し
て
、
子
ど

も
達
と
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
図

書
館
の
職
員
の
方
と
一
緒
に
前
に
出
て
、

手
遊
び
や
読
み
聞
か
せ
、
歌
を
歌
っ
た
り

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
緊
張
し
ま

し
た
が
、
子
ど
も
達
の
真
剣
な
表
情
や
笑

顔
を
見
る
と
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

他
に
も
駐
車
場
の
白
線
を
書
き
直
し
た

り
、
野
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
し
た

り
と
、
坂
町
で
は
し
た
こ
と
の
な
い
、
い
ろ

い
ろ
な
業
務
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
等

も
増
え
て
き
ま
す
が
、
暑
さ
に
負
け
ず
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

坂
町
か
ら
派
遣

  

河こ
う
野の　
和か
ず
耶や

  （
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）
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皆
さ
ん
は
八
種
競
技
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
キ
ン
グ
・

オ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
も
呼
ば
れ
る
過
酷
な
競
技
で
す
。（
成

年
男
子
は
十
種
）
高
校
男
子
は
成
年
男
子
よ
り
二
種
目
少
な

い
八
種
目
（
1
日
目
は　
１
０
０
ｍ
、
走
り
幅
跳
び
、
砲
丸

投
げ
、
４
０
０
ｍ
、
２
日
目
は　
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
や

り
投
、
走
り
高
跳
び
、
１
５
０
０
ｍ
）
の
得
点
を
２
日
間
で

争
い
ま
す
。

　
先
日
の
中
国
高
校
陸
上

競
技
大
会
八
種
競
技
に
、

本
校
か
ら
、
上
田
理
央
君

（
川
本
中
出
身
）
が
出
場

し
ま
し
た
。
県
高
校
総
体

で
２
年
連
続
２
位
と
な
り

出
場
権
を
獲
得
し
た
も
の

で
す
。

　
上
田
君
は
「
入
賞
目
指

し
て
、
中
国
大
会
で
は
自

己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
ま
し

た
。
し
か
し
今
年
は
昨
年

以
上
に
選
手
層
が
厚
く
、

入
賞
を
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
入
賞
と
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
ま
す
。」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

☆
八
種
競
技　
　
上
田
理
央　
4
8
8
9
点
（
11
位
）

☆
女
子
や
り
投　
市
原
愛
美　
29
ｍ
80

【
特
選
】

　
石
田　
愛
香　

�

（
川
本
中
出
身
）
作

　
『
Ｃ
Ｈ
Ｕ
♡
』

【
特
選
】

　
高
橋
妃
香
利

�

（
川
本
中
出
身
）
作

　
『
迷
子
』

【特選】森口　絵莉（青陵中出身）作
　　　 『獅子舞だって空を見る』

☆�特選６名（森口絵莉、石田愛香、高
橋妃香利、小林香織、石井美羽、牧
野葵乃）は県高文連写真コンクール
に出品する権利を得ました。

【
カ
ヌ
ー
部　
全
国
高
校
総
体
出
場
者
】

☆�

男
子
カ
ヤ
ッ
ク　

中
西
諒
麿
（
桜
江
中
出
身
）・
渋
田
篤

志
（
矢
向
中
出
身
）・
瀬
上
一
樹
（
川
本
中
出
身
）・
蛸
島

慶
（
赤
塚
二
中
出
身
）・
津
山
泰
地
（
邑
智
中
出
身
）・
宮

部
雄
大
（
太
成
学
院
中
出
身
）

☆
女
子
カ
ヤ
ッ
ク　
菅
原
い
お
り
（
邑
智
中
出
身
）

【
自
然
科
学
部　
全
国
高
総
文
祭
自
然
科
学
部
門
出
場
者
】

　
小
笠
原
優
里
（
大
田
三
中
出
身
）

中
国
陸
上
競
技
大
会

石
見
地
区
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

上
田
理
央
君
（
川
本
中
出
身
）
連
続
出
場

全
国
大
会
出
場
者

８月の行事予定
８月２日（水）～４日（金）
　全国総合文化祭（宮城）
８月６日（日）～ 10日（木） 
　カヌー全国総体（山形）
８月19日（土）
　ＰＴＡ奉仕作業
８月22日（火）
　始業式
８月24日（木）～ 31日（木）
　学園祭準備
８月29日（火）
　振替休日
９月１日（金）～３日（日）
　学園祭

特集
１

特集
２
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No.242

2017年
７月号

電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：10時～18時　土日10時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始
E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

かわもと図書館

あそびのひろば＆えほんのじかん
８月16日（水）10：00～11：30
　読みがたり
８月30日（水）
　読みがたり　移動図書館

おでかけ図書館デー
８月 ８日（火）西公民館
８月 ９日（水）北公民館、親和集会所
　健康福祉課の健康相談にあわせて行います。

掲
示
板

《一 般 書》
山に行こう！山を知ろう！
８月11日は山の日です。身近な山
に親しんでみませんか？ 山に関する本の展示です。

《児 童 書》
平和
今も世界中のどこかの国で戦争は起
こっています。戦争や平和について
の本の展示です。

8 月 の 展 示 テ ー マ

一
般
書

め
ぐ
み
園
の
夏

�

高
杉
良 

著

�

新
潮
社
刊

若
葉
の
宿

�

中
村
理
聖 

著

�

集
英
社

バ
ラ
ン
ス
ご
は
ん

�

有
元
葉
子 

著

�

東
京
書
籍

児
童
書

金
剛
山
の
ト
ラ

�

ク
ォ
ン
ジ
ョ
ン
セ
ン 

再
話

�

チ
ョ
ン
ス
ン
ガ
ク 

絵

�

か
み
や
に
じ 

訳

�

福
音
館
書
店

だ
じ
ゃ
れ
世
界
一
周

�

長
谷
川
義
史 

作

�

理
論
社

は
じ
め
て
見
た
よ
！

セ
ミ
の
な
ぞ

�

新
開
孝 

写
真
・
文

�

少
年
写
真
新
聞
社

新 

刊 

案 

内 

お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

夏のわくわくおはなし会
日時：８月10日（木）　15：00～ 15：30
場所：悠邑ふるさと会館　和室
内容：夏のこわ～いお話
　　　絵本の読みがたり
　　　パネルシアター
対象：小学生、在宅保育の親子

広げよう和食のわ 
～因原保育所食育クッキング～

古本市のお知らせ
期間：７月26日（水）～８月９日（水）
場所：かわもと図書館入口

　図書館入口で、保存期間の過ぎた雑誌や本の
古本市を行います。ご自由にお持ち帰り下さい。

　昔から受け継がれている「みそ」のお話を聞
きました。

親子で楽しくうどんを作りました。

「みそ味」のうどんはおいし～
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悠邑ふるさと会館催し物案内８月
　
８
月

大
ホ
ー
ル

10日
㈭
・

11日

夏休み子ども映画祭
10日／19：00～
11日／10：00～　14：00～　18：00～
料金／500円（未就学児無料）
　※まげなフリーパス対象事業です、パス提示で無料！

　今年も開催します、夏の子ども映画祭！
　絵本で大人気の「おまえうまそうだな」を上映します。笑いあり、涙あ
りのユーモア溢れる名作を会館の大スクリーンでどうぞ！

大
ホ
ー
ル

14日
㈪

平成29年成人式
日　時／８月14日（月）10：00～ 
場　所／悠邑ふるさと会館　大ホール 
　平成８年４月２日から平成９年４月１日に生まれた方が対象です。 

平成29年成人記念コンサート 
日　時／８月14日（月）11：00～ 
場　所／悠邑ふるさと会館　大ホール 
出演者／江川太鼓 　　　料　金／無料 
　新成人の皆さんの新たな門出を祝う、記念コンサートを行います。どな
たでも鑑賞して頂けますので、町全体で新成人となった皆さんのお祝いを
しましょう！ 

町民のみなさま、はじめまして。私は地域おこし協
力隊としてこの４月に川本町に赴任して参りました伊
藤浩平と申します。
音楽のまちづくりの再生プランナーとして、音楽を

通して町の魅力を発信するなどあらゆるシーンに関
わって参りたいと思っております。
今月号からこのコラムを通じて音楽の話題を中心

につぶやいて参りますので、みなさまどうぞよろしく
お願いします。
音楽のまちかわもと〜なんて魅力的なキャッチフ

レーズでしょう。とても心地よい響きです。
しかし今の川本にそのキャッチフレーズにふさわ

しいコンテンツ（中身）はありますでしょうか。

音楽のまちを定義できるだけのバックグラウンド
（文化的な背景）は存在するでしょうか。
など、しばらくの間いくつかの疑念を抱いて過ごし

ておりましたが、この町に住み始めて３カ月、町に音
楽があふれ返ってなくても、常日頃から音楽に親しん
でなくても、音楽に対して寛容な地域なのだと感じる
ようになりました。
先月ここに来て初めて開いた演奏会でも、準備期間

が短かったにもかかわらず、本当にたくさんの方に来
ていただきました。
日頃は無関心を装っているように見えますが、ここ

には潜在的にはそれを支える文化があるように思いま
す。日常に溶け込んでいるからこそ敢えて定義する必
要がないのでしょう。
どこが音楽のまちなの？と訊かれたら、自信を持っ

て音楽に対して寛容な町だからとお答えください。

※日本語で｢少しずつ｣という意味

【大ホール音響設備改修工事のお知らせ】
８月16日から９月22日まで、音響設備改修工事のため大ホールのみ休館となります。
併せて楽屋も一部設備が改修対象になっていますので、ご利用頂けない日がございます。
ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願い致します。
詳しくは悠邑ふるさと会館までお問い合わせ下さい。
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募　
集

し
ま
ね
Ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
島
根
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
県
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

え
い
た
だ
く「
し
ま
ね
Ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活�

動
内
容
：
年
10
回
程
度
、
県
政
の
課
題
な

ど
か
ら
選
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
パ
ソ
コ
ン
か
ら
回
答

応�

募
資
格
：
県
内
在
住
で
満
15
歳
以
上
、
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持
ち
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
携
帯
電
話
を
除
く
）
か
ら
日
本

語
で
回
答
で
き
る
方

応�

募
方
法
：
島
根
県
県
民
対
話
室
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
し
ま
ね
Ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
か

ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

※�

年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記
念
品
を
お

送
り
し
ま
す

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
adm

in/seisaku/koho/w
ebm

oni/

問 

島
根
県
県
民
対
話
室

�

☎
０
８
５
２

－
22

－

６
５
０
１

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
生
募
集

　

約
1
ヶ
月
半（
土
・
日
を
除
く
）
で
、
介

護
の
基
礎
資
格
で
あ
る「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
」を
修
了
で
き
ま
す
。

募�

集
対
象
：
県
内
在
住
で
、
こ
れ
か
ら
県
内

の
福
祉
・
介
護
の
分
野
で
働
い
て
み
た
い

と
思
う
方
で
、
介
護
分
野
の
資
格
を
お
持

ち
で
な
い
方

※�

中
高
年
齢
層
の
方
を
優
先
し
ま
す
が
、
定

員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
以
外
の
方

の
受
講
も
可
能
で
す

内　
　
容

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修

・
介
護
職
場
へ
の
就
職
支
援（
求
人
紹
介

や
個
別
就
職
相
談
等
）

受
講
料
：
無
料

※�

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

　

�（�

松
江
会
場
７
、５
０
０
円

浜
田
会
場
6
、０
６
９
円
）

会　
　
場

・
松
江
：�

松
江
市
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
松
江
市
千
鳥
町
71
）

・
浜
田
：�

い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
野
原
町
１

８
２
６

－

1
）

期　
　
間

・
松
江
：
平
成
29
年
9
月
1
日
～
10
月
10
日

・
浜
田
：
平
成
29
年
9
月
1
日
～
10
月
20
日

定　
　
員
：
松
江
、
浜
田
と
も
に
20
名

申
込
締
め
切
り
：
8
月
17
日（
木
）

�申
・
問

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

・
松
江
：
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
８
５
２

－

32

－

５
９
５
７

・
浜
田
：�

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見

分
室

�

☎
０
８
５
５

－

24

－

９
３
４
０

平
成
29
年
度
保
育
士

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
現
在

は
保
育
士
と
し
て
勤
め
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
保
育
現
場
へ
の
復
職
に
役
立
つ
知
識
や

技
術
を
学
び
直
す
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日　
　
時
：

　
平
成
29
年
9
月
19
日（
火
）、
20
日（
水
）

�

両
日
と
も
10
時
～
16
時

会　
　
場
：
松
江
合
同
庁
舎

�

（
松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１

－

1
）

申
込
締
め
切
り
：
9
月
5
日（
火
）

※�

二
日
間
受
講
が
基
本
で
す
が
、
ど
ち
ら
か

一
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す

※�

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
託
児
室（
無

料
）
も
し
く
は
一
時
預
か
り
保
育
の
費
用

を
助
成
し
ま
す（
要
事
前
申
込
）

�申
・
問 

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　

�

☎
０
８
５
２

－

32

－

５
９
５
７

江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
職
員
採
用
資

格
試
験
（
平
成
30
年
4
月
1
日
採
用
）

試
験
区
分
：
消
防
職

採
用
予
定
人
員
：
3
名
程
度

受
験
資
格
：

①�

平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②�

救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
人
は
、
昭

和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日　
　
程

・
1
次
試
験
：
平
成
29
年
9
月
17
日（
日
）

・
2
次
試
験
：
10
月
中
旬
予
定

会　
　
場
：
江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部

�
（
江
津
市
渡
津
町
９
６
１

－

19
）

申
込
受
付
期
間
：

　
7
月
31
日（
月
）～
8
月
24
日（
木
）

※�

詳
細
は
、
江
津
邑
智
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
江
津
市
、
邑
智
郡
内
の
消

防
署
・
出
張
所
に
て
試
験
要
領
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問 

江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

 

庶
務
係

�

☎
０
８
５
５

－

52

－

０
１
１
９

�
http://w

w
w
.gotsu119.or.jp

平
成
29
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

◆
一
般
曹
候
補
生

�

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

資　
　
格
：
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

応
募
期
限
：
平
成
29
年
9
月
8
日（
金
）

一�

次
試
験
：
9
月
16
日（
土
）～
18
日（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

会�　
　
場
：
松
江
地
方
合
同
庁
舎
、
出
雲
、

浜
田
の
う
ち
各
島
根
県
合
同
庁
舎

◆
自
衛
官
候
補
生

�

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

資�　
　
格
：
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
で
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試�

験
科
目
：
筆
記
・
適
性
検
査
・
作
文（
身

体
検
査
・
口
述
試
験
を
含
む
）

〈
男
性
の
場
合
〉

・
応
募
期
間
：

　
　

 　
7
月
24
日（
月
）～
8
月
25
日（
金
）

・
試
験
日
：

　
　

 　
8
月
26
日（
土
）・
出
雲
駐
屯
地

〈
女
性
の
場
合
〉

・
応
募
期
限
：
9
月
22
日（
金
）

・
試
験
日
：
9
月
26
日（
火
）

◆
航
空
学
生（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
を
養
成

資�　
　
格
：
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
18
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18

歳
以
上
21
歳
未
満
の
者（
海
上
は
23
歳
未

満
）

応
募
期
限
：
平
成
29
年
9
月
8
日（
金
）

一
次
試
験
：
9
月
18
日（
月
）

試
験
科
目
：
筆
記
・
適
性
検
査

会　
　
場
：
出
雲
合
同
庁
舎

※
説
明
会
：�
8
月
3
日（
木
）・
航
空
自
衛

隊
美
保
基
地

◆
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
将
来
、
医
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
と
な
る

者
を
6
年
間
の
修
業
期
間
に
お
い
て
養
成

資
格
：�

平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
18
歳
以

上
21
歳
未
満
の
者

応
募
期
間
：
9
月
5
日（
火
）～
29
日（
金
）

1
次
試
験
：
10
月
28
日（
土
）～
29
日（
日
）

会　
　
場
：
松
江
地
方
合
同
庁
舎

◆
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
保
健
師
・
看
護
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を

養
成

資　
　
格
：

　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）21
歳
未
満
の
者

応
募
期
間
：
9
月
5
日（
火
）～
29
日（
金
）

1
次
試
験
：
10
月
14
日（
土
）

会　
　
場
：
松
江
地
方
合
同
庁
舎

※
説
明
会
：�

8
月
7
日（
月
）・
松
江
地
方

合
同
庁
舎

◆
防
衛
大
学
校
学
生

　
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者（
パ

イ
ロ
ッ
ト
要
員
を
含
む
）
を
4
年
の
修
業
期

間
に
お
い
て
養
成

資�　
　

格
：
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）
平
成

30
年
4
月
1
日
現
在
で
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者

〈
総
合
選
抜
〉

応
募
期
間
：
9
月
5
日（
火
）～
7
日（
木
）

1
次
試
験
：
9
月
23
日（
土
）

会　
　
場
：
防
衛
大
学
校

�

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
走
水
1

－

10

－

20
）

〈
推　
　
薦
〉

応
募
期
間
：
9
月
5
日（
火
）～
7
日（
木
）

採
用
試
験
：
9
月
23
日（
土
）～
24
日（
日
）

会　
　
場
：
防
衛
大
学
校

〈
一
般（
前
期
）〉

応
募
期
間
：
9
月
5
日（
火
）～
29
日（
金
）

1
次
試
験
：
11
月
4
日（
土
）～
5
日（
日
）

会　
　
場
：�

松
江
地
方
合
同
庁
舎
、
浜
田
城

山
ビ
ル

※
説
明
会
：�

8
月
9
日（
水
）・
松
江
地
方

合
同
庁
舎

問 

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

�

☎
０
８
５
２

－

21

－

０
０
１
５

お
知
ら
せ

特
定
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
救
済
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
給
付
金
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
は
、
過
去
に
出
産
や
手
術
で

の
大
量
出
血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
フ
ィ
ブ

リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
や
血
液
凝
固
第
Ⅺ
因
子
製
剤

を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
C
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
々
と
の
間
で
、

法
律
に
基
づ
く
給
付
金
の
支
給
の
仕
組
み
に

沿
っ
て
和
解
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国

を
被
告
と
し
た
訴
訟
の
提
訴
等
の
手
続
き
を

行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
期
限
が
平
成
30
年

1
月
15
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
の
仕
組
み
、
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
相

談
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp

厚
生
労
働
省
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
等
に
関

す
る
相
談
窓
口（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

�

☎
０
１
２
０

－

５
０
９

－

０
０
２

※�

土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
9
時
30

分
～
18
時

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
に
悩
む
家
族
を
対
象

と
し
た
教
室
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

対　
　
象
：�

中
学
校
卒
業
後
の
ひ
き
も
り
当

事
者
の
い
る
ご
家
族

日
時
・
場
所

・
初　
　
回
：
平
成
29
年
8
月
23
日（
水
）・

　
　
　
　
　
　

�

県
央
保
健
所（
大
田
市
長
久

町
長
久
ハ
7

－

1
）

・
浜
田
会
場

　
第
2
回
目
：
9
月
1
日（
金
）

　
第
3
回
目
：
10
月
2
日（
月
）

　
第
4
回
目
：
11
月
6
日（
月
）

　
場　
　
所
：
浜
田
合
同
庁
舎
別
館

　
　
　
　
　
　
浜
田
保
健
所

�

（
浜
田
市
片
庭
町
２
５
４
）

・
出
雲
会
場

　
第
2
回
：
9
月
22
日（
金
）

　
第
3
回
：
10
月
13
日（
金
）

　
第
4
回
：
11
月
24
日（
金
）

　
場　
所
：
出
雲
保
健
所

�
（
出
雲
市
塩
冶
町
２
２
３

－

1
）

※
時
間
は
各
会
場
と
も
13
時
～
16
時

※�

第
2
回
目
以
降
は
、
浜
田
会
場
か
出
雲
会

場
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

申
込
方
法
：
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
・
�申 �

島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

相
談
・
判
定
課

�

☎
０
８
５
２

－
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５
９
０
５

�

　
ＦＡＸ
０
８
５
２

－
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－

５
９
２
４

催
し
物

世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
『
石
見

銀
山
展
―
銀
が
世
界
を
変
え
た
―
』

会　
期
：
平
成
29
年
9
月
3
日（
日
）ま
で

会　
場
：
2
館
同
時
開
催

・
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

�

（
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
99

－

4
）

�

☎
０
８
５
３

－

53

－

８
６
０
０

　
※
会
期
中
の
休
館
日
：

�

7
月
18
日（
火
）、
8
月
8
日（
火
）

・
石
見
銀
山
資
料
館

�

（
大
田
市
大
森
町
ハ
51

－

1
）

�

☎
０
８
５
４

－

89

－

０
８
４
６

　
※
会
期
中
の
休
館
日
な
し

料　
金（
当
日
券
、
特
別
展
の
み
の
場
合
）

・
一　
　
般
：

�

1
、０
０
０
円（
古
代
出
雲
歴
博
）

�

５
０
０
円（
石
見
銀
山
資
料
館
）

・
大
学
生
：

�

５
０
０
円（
両
館
と
も
）　　
　

・
小
中
高
生
：
無
料



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 8 月

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･

谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原 ･三大字 ･多田 ･久座仁 ･谷戸 ･三島 ･笹畑）
Ｃ地域（�西 ･ 八幡 ･三原 ･田窪 ･南佐木 ･親和 ･湯谷 ･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕	 毎週火曜日 ･金曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕	 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕	 毎週木曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕	 毎月第２・４水曜日（町内全域）

：健康相談・検診
：悠邑ふるさと会館
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：学校
：ドクターカー巡回
：�公民館
：図書館
：�子育てサポートセンター
：保育所
：休日診療情報（10：00～16：00）

●…内容や場所を示しています。

30 31 1 2 3 4 5

�粗大ごみ・電池・
蛍光管（A地域）

��あそびのひろば＆
えほんのじかん

　10:00～11:30

�粗大ごみ・電池・
蛍光管（B地域）

坂町・川本町子ども
スポーツ交流
／●す

　乳幼児健診
／●す

　断酒会�
　19:00～21:00

�粗大ごみ・電池・
蛍光管（C地域）

坂町・川本町子ども
スポーツ交流
��あそびのひろば
10:00～11:30
��キッズ☆トレー
ニング（1・2年）
16:00～17:00

�邑智病院
加藤病院

6 7 8 9 10 11 12
／

　�健康相談＆おで
かけ図書館デー
（�西公民館
13:10～13:40)

／
　�健康相談＆おで
かけ図書館デー
　（�北公民館9:30
～10:00、親和
集会所10:15～
11:00)
��わくわくデー
10:00～11:30

�芋畑集会所
9:00～10:00、
田窪自治会館
11:00～12:00
�夏休み子ども
映画祭

山の日
�夏休み子ども
映画祭

�河野医院
加藤病院

�三上医院
波多野診療所

13 14 15 16 17 18 19
平成29年
川本町成人式

��あそびのひろば
＆えほんのじかん�
10:00～11:30

�カン・ビン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ�
（A地域）

�カン・ビン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ�
（B地域）

��あそびのひろば
10:00～11:30

�カン・ビン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ�
（C地域）

食育の日

�邑智病院
加藤病院

20 21 22 23 24 25 26
しまね家庭の日 �島根中央高校

始業式
／●す

　�あそびのひろば＆
乳幼児相談
10:00～11:30
／●す

　健康相談
　11:00～11:30
／●す

　ストレッチ＆ヨガ

��あそびのひろば
10:00～11:30
��キッズ☆トレー
ニング（3～6年）

　16:00～17:00
●す �無料法律相談
14:00～16:00

�認知症カフェ
（西公民館）

�星ヶ丘クリニック
加藤病院

27 28 29 30 31
川本町あいさつの日
�小学校・中学校
始業式

／●す
　ストレッチ＆ヨガ
�あそびのひろば
10:00～11:30
�キッズ☆アトリエ
（4～6年）
16:00～17:00

�キッズ☆スタジ
アム(1～3年）
16:00～17:00

�前眼科医院
大隅医院

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日  休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日  休館日

 休館日

《7月の納税》
◆固定資産税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料　　

《8月の納税》
◆町県民税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料

※��必ず納期限までに納めましょう。
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川本町の人口 平成29年６月30日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、平成29年6月中の異動状況

3,411人
（前月比 ＋6人）

（前年同期：3,458人）

合 　　計 男 1,574人（＋5人）
女 1,837人（＋1人）

転　入　11人 出　生　 4人 その他　 0人
転　出　 6人 死　亡 3人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,519人
うち15歳未満    329人
世帯数           1,712戸

広
報
か
わ
も
と
　
７
月
　
№
555

平
成
29年

７
月
20日

発
行

編
集
後記

今月はいよいよ「ええなぁまつり」開催。ステージイベントに目の前であがる花火の光と音。川本の夏がやってきま
す。ご来場の際は、暑さ対策・熱中症予防をお忘れなく。

－file 46－

　平成30年４
月に操業開始
する、㈱三協 
島根川本工場
の起工式が行
われました。

三原地区の方々との歓迎交流会では、三原神
楽団による恵比須が披露されました。

三協島根川本工場 起工式

三原地区で恒例の「田植えばやし」が行われました。田植えを終えた泥落とし行事として、その年の
五穀豊穣を願います。地元有志で構成される“三原田植え囃子保存会”の皆さんにより、後世へと受
け継がれている伝統行事です。

三
原
田
植
え
ば
や
し

6/24
㈯

公益財団法人 島根県市町村振興協会

7/12
㈬


